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「
こ
れ
か
ら
の
京
都
　
―
地
域
経
済
学
の
視
点
か
ら
―
」

�
岡
田　

知
弘　

京
都
橘
大
学
経
済
学
部
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授

富
山
県
出
身
。
１
９
７
８
年
京
都

大
学
経
済
学
部
卒
業
、
同
大
学
院

経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
後
、
１
９
８
５
年
岐
阜
経
済
大

学
経
済
学
部
講
師
。
１
９
９
０
年

京
都
大
学
経
済
学
部
助
教
授
を
経

て
１
９
９
７
年
同
経
済
学
研
究
科
教
授
。
２
０
１
０
年
～
１
４
年
京
都
大
学

公
共
政
策
大
学
院
教
授
を
兼
任
（
12
～
13
年
度
同
院
長
）。
２
０
１
９
年
京

都
大
学
退
職
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）、
同
年
よ
り
現
職
。
他
に
、
政
府
・

地
方
自
治
体
の
機
関
や
各
種
団
体
の
委
員
お
よ
び
理
事
長
・
会
長
を
多
く
歴

任
。
主
な
研
究
領
域
は
地
域
経
済
学
、
農
業
経
済
学
、
現
代
日
本
経
済
史
。

最
近
の
著
書
は
「
私
た
ち
の
地
方
自
治
」「
デ
ジ
タ
ル
化
と
地
方
自
治
」「
コ

ロ
ナ
と
地
域
経
済
」
な
ど
。
主
著
・
共
著
お
よ
び
論
文
・
学
会
・
講
演
を
通

じ
て
多
く
の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に

　

私
の
研
究
領
域
は
、
経
済
学
の
な
か
の
地
域
経
済
学
と
い
う
分
野

で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
京
都
経
済
を
対
象
に
、
歴
史
的
視
点
や
現

状
分
析
、
さ
ら
に
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
や
そ
の
主
体
に
つ
い
て

も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
研
究
し
て
き
ま
し
た
。今
日
は
、

持
続
可
能
性
の
危
機
に
あ
る
京
都
の
今
を
検
証
し
、
今
後
の
京
都
の

あ
り
方
を
展
望
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ⅰ　

地
域
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か

　

そ
も
そ
も
「
地
域
」
と
は
、
本
源
的
に
は
固
有
の
自
然
と
一
体
と

な
っ
た
「
人
間
の
生
活
領
域
」
で
す
。
そ
れ
は
人
類
史
の
初
発
か
ら

現
在
に
い
た
る
ま
で
共
通
し
て
い
る
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
範
囲
」
だ

と
い
え
ま
す
。し
か
し
、資
本
主
義
の
発
達
に
よ
っ
て
、よ
り
広
い「
資

本
の
活
動
領
域
」
と
し
て
の
地
域
が
登
場
し
、「
人
間
の
生
活
領
域
」

と
の
乖
離
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
か
ら
の
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
化
の
時
代
は
、
産
業
空
洞
化
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
両
者

の
矛
盾
は
大
き
く
な
り
、
産
業
が
衰
退
し
て
人
口
が
減
少
す
る
地
域

が
、
広
が
り
ま
し
た
。
京
都
で
は
、
西
陣
や
丹
後
の
織
物
産
地
が
典

型
で
す
。

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
で
、
誰
が
地
域
の
経
済
、
住

民
の
暮
ら
し
を
担
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
国
境
を
越
え
て
自
由

に
移
動
す
る
多
国
籍
企
業
で
は
な
く
、
地
域
に
固
着
し
た
企
業
や
産

業
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
産
業
が
地
域
の
経
済
や
社
会

を
毎
年
維
持
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

京
都
鴨
沂
会 

教
養
講
座
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ま
た
、
地
域
に
産
業
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
が
成
り

立
ち
、
ま
ち
の
景
観
や
環
境
の
維
持
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
私
は
、

こ
の
よ
う
な
地
域
産
業
の
も
つ
地
域
内
再
投
資
力
が
、
決
定
的
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
地
域
の
個
性
が
注
目
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
価
格
競
争
を
し
て
い
る
と
日
本

も
地
域
も
破
滅
的
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
で
は
な
く
、

地
域
の
企
業
や
産
業
の
個
性
を
磨
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
換
や
交
流

が
で
き
、
互
い
に
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
生
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。「
京
都
ら
し
さ
」
と
い
う
地
域
の
個
性
を
生
み
出
す
要

素
は
、
何
よ
り
も
自
然
条
件
、
歴
史
的
な
有
形
・
無
形
資
産
の
蓄
積

で
す
が
、
現
代
で
は
地
方
自
治
体
の
役
割
が
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。

Ⅱ　
「
京
都
ら
し
さ
」
の
減
衰
過
程

　

し
か
し
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
「
京
都
ら
し
さ
」
は
、

１
９
８
０
年
代
後
半
以
降
、
急
速
に
衰
退
し
て
き
て
い
ま
す
。
京
都

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
が
大
き
い
「
も
の
づ
く
り
」
＝
製
造
業

を
基
盤
に
し
て
い
た
街
だ
っ
た
の
で
、
織
物
業
や
金
属
加
工
業
の
衰

退
が
目
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
の
規
制
緩
和
は
大
型
店
の
進
出

と
裏
腹
に
、
個
人
商
店
の
激
減
や
商
店
街
の
衰
退
を
引
き
起
こ
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
バ
ブ
ル
崩
壊
が
重
な
り
、
地
域
金
融
機
関
の
統
廃
合

も
進
み
ま
し
た
。
空
き
地
や
駐
車
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
よ
る

職
住
一
体
の
街
が
崩
壊
し
景
観
破
壊
も
進
行
し
ま
し
た
。
京
都
の
観

光
業
も
、
地
場
の
個
人
旅
館
が
大
き
く
減
少
し
、
代
わ
り
に
ホ
テ
ル

資
本
の
京
都
進
出
が
相
次
ぎ
ま
す
。
総
じ
て
、
国
の
政
策
に
合
わ
せ

て
、
京
都
の
個
性
を
見
ず
に
、
地
域
産
業
の
「
構
造
改
革
」
を
進
め

て
き
た
結
果
、「
京
都
ら
し
さ
」
が
失
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

２
０
１
０
年
代
半
ば
以
降
、
政
府
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国

人
観
光
客
）
重
視
の
観
光
政
策
が
、
京
都
市
で
も
推
進
さ
れ
、
外
資

系
の
大
型
ホ
テ
ル
が
集
中
立
地
し
、
民
泊
も
急
増
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、「
京
都
ら
し
さ
」は
一
層
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
の
「
消
失
」
に
よ
っ
て
観
光
関
連

業
界
は
衰
退
し
、
ホ
テ
ル
用
地
の
荒
廃
が
進
ん
だ
結
果
、
東
山
区
で

は
生
活
環
境
が
悪
化
し
、
人
口
減
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
を
増
や
せ
ば
地
域
は
活
性
化
す
る
」
と

い
う
神
話
は
崩
壊
し
た
と
い
え
ま
す
。「
住
ん
で
よ
し
、訪
れ
て
よ
し
」

の
持
続
可
能
な
京
都
を
ど
う
つ
く
る
の
か
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅲ　

�

持
続
可
能
な
京
都
を
つ
く
り
、
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る

た
め
に

　

戊
辰
戦
争
直
後
の
京
都
で
は
、
復
興
を
目
的
に
「
京
都
策
」
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。
琵
琶
湖
疏
水
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
や
鴨
沂
高
校

の
前
身
で
あ
る
女
紅
場
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
、
そ
の
後

の
発
展
の
土
台
を
つ
く
り
ま
す
。

　

今
、
現
代
版
「
京
都
策
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
京

都
経
済
の
圧
倒
的
部
分
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
中
小
企
業
、
協
同
組



公
益
社
団
法
人
京
都
鴨
沂
会
へ
の
参
加
お
誘
い

　

こ
の
法
人
の
事
業
に
賛
同
す
る
個
人
あ
る
い
は
団
体
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。
公
益
社
団
法
人
の
一
員
と
し
て
社
会
貢
献
す
る
た

め
に
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

法
人
の
目
的
と
公
益
目
的
事
業

　

こ
の
法
人
は
、
教
育
・
文
化
・
芸
術
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、
公
共
の
利
益
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

��

高
校
教
育
を
振
興
す
る
た
め
に

�

「
京
都
鴨
沂
会
教
育
研
究
支
援
助
成
費
」

�

「
京
都
鴨
沂
会
奨
学
金
」

�

「
大
学
進
学
支
援
金
」

��

高
齢
者
福
祉
の
促
進
の
た
め
に

�

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
育
成
の
伝
統
文
化
教
室
」

�

「
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
助
成
」

��

国
際
相
互
理
解
の
促
進
の
た
め
に

�

「
高
校
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

�

「
留
学
生
伝
統
文
化
個
別
指
導
」

��

生
涯
教
育
と
福
祉
教
育
の
た
め
に

�

「
教
養
講
座
」

�

「
所
蔵
史
資
料
の
保
全
と
公
開
」

�

「
文
化
・
芸
術
活
動
支
援
の
た
め
の
施
設
提
供
」

申
込
方
法

　

入
会
金
に
会
費
を
添
え
て
京
都
鴨
沂
会
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

　
　
　
　

入 
会 

金
（
正
会
員
、
賛
助
会
員
と
も
）�

５
０
０
円

　
　
　
　

正 
会 
員
（
個
人
）
年
会
費��

２
０
０
０
円

　
　
　
　

賛
助
会
員
（
団
体
）
年
会
費�

一
口�

１
０
０
０
０
円

鴨沂会誌　160　2023　6

合
、
農
家
等
で
す
。
も
の
づ
く
り
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
京
都
市
民

の
生
活
を
脅
か
さ
な
い
限
り
で
の
観
光
客
と
の
共
存
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
の
考
え
方
に
立
っ
て
、
金
融
機
関
、
大
型
店
、
外
資
系

ホ
テ
ル
を
含
む
大
企
業
の
地
域
貢
献
を
求
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

小
規
模
企
業
、
都
市
農
家
、
中
小
企
業
の
育
成
を
系
統
的
に
図
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
単
位
で
の
独
自
施
策
を
展
開
し
、
地
域
の
中
小
企
業
の

振
興
を
図
っ
て
い
る
横
浜
市
な
ど
、
大
都
市
自
治
体
の
先
進
例
に
学

ぶ
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
大
災
害
の
時
代
に
入
る
な
か
で
、
足
元
か
ら
住

民
の
命
を
守
り
、
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
維
持
す
る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
権
者
で
あ
る

住
民
が
、
足
元
の
地
域
を
知
り
、
科
学
的
に
将
来
を
見
通
せ
る
「
学

び
」
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。


